
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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　市立大村市民病院は、市民の健康維持・増進を図るため、救急医療や高度医療などの良質な医療サービスを
提供する施設として必要不可欠であり、指定管理者制度を導入し、民間経営ノウハウを導入することで、病院事業
の経営効率化を図り、政策医療の確保を図る。
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医療体制の充実
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款

　医療体制の充実及び病院事業の経営健全化を図り、市民に信頼される良質な医療環境を提供し、市民の健康
保持に寄与する。
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大村市立病院の経営のあり方に関する基本方針

米田 雄亮 内線
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

病院事業の収益は、利用料金制を採用した指定管理者制度を導入しており、入院・外来収益の変動に影響を受けない。よっ
て、計画した一般会計からの繰入金の範囲内で、病院事業の収支均衡が図られる。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

平成26年度に行った実施設計に基づき、平成27年度は建設工事に着手した。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

前年度に引き続き、実施設計に基づき、改築工事を進める。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

病院事業経営を安定させ、地域医療の中核的医療機関として市民の健康増進に寄与できる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

市と指定管理者との基本協定の中で、①利用料金制を採用し、指定管理者の赤字補てんを行わない。②市は政策医療交付金
を交付する。③指定管理者は指定管理者負担金を負担することになっており、見直しの余地はなし。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

指定管理者の病診・病病連携の取り組みが成果となって現れ、市民及び地域の医療機関との信頼関係が築かれてきている。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

地域の中核的医療機関として市民の健康増進に寄与している。

やや低い

該当なし

平成29年度の新病院プレオープン、平成30年度のグランドオープンに、支障を生じないよう着実に建替
え事業を進めていく。

高い やや高い 低い

低い

地域住民の医療・福祉に寄与するため、自治体病院として存続する必要がある。

該当なし

低い 該当なし

公立病院として、市民の生命と健康を守り、地域に根ざし、市民に信頼される病院を目指し、政策医療や入院機能を持った二次
救急医療を担う必要がある。

低い 該当なし

No.2


